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2019年度日本鉱物科学会賞第23回受賞者 
 

受賞者：小松 一生 会員 （東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学実験施設） 
受賞題目：高圧下中性子回折法の手法開発ならびに水素を含む鉱物の高圧相転移の解析 
 
 

授賞理由 
 地球深部を構成する鉱物には無視できない量の水素が取り込まれ，地球深部物性に大き
な影響を及ぼす。また，氷に代表される水素を含む分子は，温度圧力条件に応じて多様な
水素結合ネットワークと物性を示す。小松一生会員は高圧下での結晶構造解析を基軸とし，
パルス中性子源を最大限に活用した実験装置の開発に取り組みながら，高圧下における 
水素を含む鉱物の高圧下での挙動解明で先進的な研究業績をあげてきた。  
 小松会員の研究キャリアはトパーズの高圧下での単結晶X線構造解析から始まり，
AlOOH, KHCO3,δ-Al(OH)3などの含水鉱物に対象を広げることにより，含水鉱物の高圧 

相転移の系統的理解につながる研究を推進し成果をあげてきた。また，含水鉱物に おいて，結晶構造に  
おける水素原子位置の決定には中性子回折実験が不可欠であるが，日本では鉱物科学的見地からの高圧下 
中性子回折の実験は行われていなかった。小松会員は高圧下での構造物性の研究で著名なエジンバラ大学
Richard Nelmes教授のグループに博士研究員として加わり，高圧下での中性子回折実験に取り組むとともに，
高圧下での単結晶中性子回折の実験技術の開発にも貢献した。帰国後，小松会員は茨城県東海村のJ-PARC 
物質・生命科学実験施設に建設された高圧中性子ビームラインの装置提案，設計，建設の各段階で多大な  
貢献をした。同ビームラインが完成後，低温高圧下で中性子回折を測定できるMito systemを 開発した。Mito 
systemは独自のデザインで35 Kから400 Kまでの広い温度範囲において自在に圧力を制御でき，低温高圧下で
の 中性子回折実験の道を大きく開き，謎が多く残されている氷の 高圧下での振る舞いや多形間の相転移
メカニズムの解明に重要な成果を上げている。  
 以上のように小松会員は高圧下中性子回折の実験技術を独自のアイディアで開発し，水素を含む鉱物や氷
などの基礎的な物質を対象として鉱物科学を大きく進展させた。日本鉱物科学会ではこれらの成果を認め，
小松会員に2019年度⽇本鉱物科学会賞を授与するものである。 
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小松一生会員の略歴 
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